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研究成果の概要（和文）：親子の関係性のリスクを評価するInfant CARE-Index（ICI）を用いて、親子が自由に
遊ぶ場面の録画データを有資格者が分析した。既存のアセスメントツールであるNCATS（Nursing Child 
Asseeement Teaching Scale)および小児期逆境体験（ACEs）、抑うつ（CES-D）、育児ストレス（PSI）等の質問
紙結果との関連を分析した。既存のNCATSや尺度ではみつけることのできなかった関係性にリスクのある親子の
弁別可能性が示唆された。一部の対象者にはAAI（Adult Attachment Interview)を実施し、AAIデータによる談
話分析を行った。

研究成果の概要（英文）：Infant CARE-Index (ICI), a tool for assessing risks in parent-child 
relationships, was used to code video recordings data of parent-child play sessions by qualified 
professionals. The results were analysed in relation to existing assessment tools such as the 
Nursing Child Assessment Teaching Scale (NCATS), Adverse Childhood Experiences (ACEs), depression 
(CES-D), and parenting stress (PSI) questionnaires. The results suggested the possibility of 
distinguishing parent-child dyads with relationship risks that could not be identified using 
existing tools such as NCATS or other scales. For some participants,　Adult Attachment Interview 
(AAI) was conducted, and discourse analysis was performed using AAI data.

研究分野：親子相互作用

キーワード： Infant CARE-Index　NCATS　親子相互作用　虐待予防　育児支援　AAI　DMM　乳幼児精神保健

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
Infant Child-Adult Relationship Experimental Index (Infant CARE-Index: ICI)は親子の関係性をアセスメ
ントするツールである。子どもとその親に接する機会の多い看護職等の専門家がICI資格およびそのコーディン
グ方法を取得することにより、一見発見しにくい虐待・ネグレクトを、育てにくさを抱える親の中から早期に発
見することでその社会的波及効果が期待できる。ICIによるアセスメントスキルを用いて親子の支援を行うこと
で虐待予防、介入支援を行うことが可能となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
子どもの虐待・ネグレクトは増加しており，その早期発見と支援システムの普及が急務である。
研究代表者らは親子の関係性に着目し，乳幼児精神保健を基盤とした妊娠期から産後まで継続
して親子を支援する縦断的研究を行いその有効性を証明してきた。こうした研究を通じて，近年
新たに開発された子どもの虐待・ネグレクトを生後間もない時期から発見するためのスクリー
ニングツールである Infant Child-Adult Relationship Experimental Index (Infant CARE-Index, ICI)1)が
研究協力者によって初めて日本に紹介された 2)。予備的な研究 3)4)では日本人データを ICI でコ
ーディングを実施したが，評定結果に文化差の影響が疑われる偏りが認められたため，更にデー
タを追加し検討を加える必要が明らかにされた。関係性にリスクをもつ親子の早期発見と支援
のために，日本人データによる日本版 ICIの作成と実践，教育，研究における導入と普及の推進
が期待できる。 
 ICIの尺度はCrittendenが提唱している Dynamic-Maturational Model: DMM理論 5)に基づ
いて開発され、これまでにその有効性が証明されている 6)。したがって，日常的な虐待・ネグレ
クト発見のみでなく，発見とその後の介入効果の測定までを科学的根拠に基づいて実施できる
ことに利点がある。この尺度では、0 か月―15 か月までの乳幼児と養育者の関係性の質を 3 分
間の遊び場面を親側の下位尺度３つ（sensitive、controlling、unresponsive）と、乳幼児側下位
尺度４つ（cooperative、difficult、compulsive、passive）にもとづいて自然観察と評定を行う。
その結果、豊かな感受性を持った関係性から感受性に著しく欠けたリスクの高い関係性まで大
きく 4 段階に分類するものである。親子の関係性の問題を直接観察することによって発見しよ
うとする画期的なツールではあるが，普段から親子に接する機会の多い看護職がこのアセスメ
ントスキルを用いて支援を行う機会は極めて少ないのが現状である。 
日常的な親子の短時間の場面における観察からマルトリートメントを発見するツールはこれ
までになく，ICIの有効性が検証されれば，子どもとその親に接する機会の多い看護職等の専門
家が ICI資格を取得することにより，一見発見しにくい虐待・ネグレクトを，育てにくさを抱え
る親の中から早期に発見でき，虐待防止に対する社会的波及効果が期待できるという意義があ
る。 
 
２．研究の目的 
 日本人データを収集・蓄積し，ICIコーディング資格を取得してから分析し，日本人を対象と
した ICI のデータと，既存のアセスメントツール NCATS （Nursing Child Assessment 
Teaching Scale)および尺度を比較し，日本におけるスクリーニング・標準化の可能性を検討す
るのが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
(1) ICI講習会の開催：Infant CARE-Index上級者講習会。対象者：乳児と家族に対する支援
を専門とする看護・心理職等であり ICIの受講経験を持ち臨床レベルの資格取得者。場所：
Anderea Landini（イタリア）講師による現地開催が中止となり Zoomによるオンライン開
催となった。日時：2020年 8月 29・30・31，9月 24・26・27日。 

(2) ICI講習会の開催：Infant CARE-Index初心者講習会。対象者：乳児と家族に対する支援
を専門とする看護・心理職であり初めて ICI講習会を受講する者。場所：Bronwen Elliott 
(オーストラリア)によるオンライン開催。日時：2020年 10月 24・25日，10月 31・11月
1・2・3・21・22・23日。 

(3) 研究対象者：東京都内、札幌近郊における保育所，子育てサロン等の施設において研究協
力の同意が得られた母親とその子どもを対象とした。対象者の子どもの月年齢を，①0～3か
月，②3～6か月，③6～9 か月，④9～12 か月，⑤12～15 か月に分け，可能な限りカテゴリ
枠の人数を揃えた。 

(4) データ収集方法：保育所，子育てサロン，対象者の自宅において ICI および NCATS のビ
デオ撮影，質問紙調査を実施した。 

(5) 質問紙調査の内容 
① ACEs(小児期逆境体験) 
② CES-D（抑うつ状態） 
③ PSI-SF（育児ストレスインデックスショートフォーム） 
④ 遠城寺式・乳幼児分析的発達検査表 
⑤ 属性に関するデータ 

(6) ICIおよびNCATS評定の方法 
① ICIデータはLevel 2以上のライセンス取得者2名がコーディングし一致率を確認した後， 
 検討が必要な事例についてはディスカッションを行った。 
② NCATSデータは研究レベルでのライセンス取得者がコーディングを行い，観察者内一致
率が 90%以上であることを確認した。 



(7) 分析方法:ICI および NCATS データの総得点と下位尺度得点との相関係数，ICI と NCATS そ
れぞれの質問紙調査結果との相関係数，月例の影響を除いた編相関係数をもとめて比較し
た。Bronwen Elliott によるトレーニング勉強会を実施し，代表的な ICI 日本人データに関
する分析方法を教授してもらい，評定方法を検討した。日時：2024 年 1 月 6・7・8 日。場
所：札幌 
(8) 一部の対象者には AAI （Adult Attachment Interview）7）を実施し，ICI，NCATS における 
 遊び場面のデータと質問紙調査の結果の背景や根拠，考察のために AAI 分析を用いた。 
 
４．研究成果 
(1) 62 組の母子を研究対象者とした。ICI における DS 得点（Dyadic Synchrony Scale）は，
Sensitive（11－14）が 4組，Adequate（7－10）が 26組，Inept（4.5－6）が 15組，At risk
（0－4）が 17 組であった。DS 得点が 7点以上の母子は関係性が良好であるとされ，母子の
パターンは「Sensitive」「Cooperative」となる。本研究では 62 組中 30 組が該当した。次
に，未解決の問題がみられるため支援を望んだ場合介入が必要とされる DS 得点が 5－6 点
（4.5 を含む）の母子は 15 組，特に母子の関係性のリスクが高いとされる DS 得点が 4点以
下の母子「At risk」は 17 組であった。At risk 群の 17 組の下位尺度をみると、母親が
「Unresponsive」，児は「Compulsive」「Difficult」「Passive」単独か複数を併せ持つ混合
パターンが 11 組，母親が「Controlling」，児は「Compulsive」得点が高く「Difficult」を
併せ持つ混合パターンが 6組であった。 
(2) 既存の NCATS 得点および質問紙調査による尺度との関連をみると，月齢が高いと ICI の DS
得点および NCATS 得点は高かった。ICI の DS 得点と NCATS 得点には若干の正の関係（ｒ
=.20）があったが有意ではなかった。発達得点が高いと ICI の DS 得点は高かった。ACE と
ICI には相関がなかった（r=.03）。NCATS と ICI の下位尺度間の相関をみると，Cue に対す
る感受性が低いと Difficult 得点が高かった。NCATS の養育者合計が高いほど Unresponsive
得点が低かった。不快な状態に対する反応が高いほど Unresponsive 得点が低かった。 
(3) 62 組の対象者のうち 17 名の母親にライセンス取得者がリモートあるいは対面で AAI（Adult 
Attachment Interview）を実施し，DMM-AAI（Dynamic-Maturational Model-Adult Attachment 
Interview）による談話分析を実施した。ICI および NCATS による親子の遊び場面，質問紙
調査のみでは評価することのできない母親の背景を分析することにより ICI 分析の裏付け
となる可能性が示唆された。 
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